
窓口支援事例 【香川県 知財総合支援窓口】 平成 29 年度版 

企業情報 

エミーライフ株式会社                                     

所在地 香川県高松市 

ホームページ URL http://www.d-branch.jp/ 

設立年 2013 年 業 種 その他サービス業 

従業員数 5 人 資本金 200 万円 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

企業概要 

リボールケア®専用ボール 

 d.branch studio （ディ・ブランチスタジオ）はヨガ・ピラティススタ

ジオであり、「健康になる秘訣を伝えるのが仕事」を社是として活動してい

ます。ヨガやピラティスは、すること自体が目的ではなく、女性の美しさを

引き出すためのツールであると考えています。瞑想（めいそう）を重視する

もの、ポーズを重視するものなど、ヨガにはいろいろなタイプがありますが、

勉強を重ねて、体に染み込んでいくものだという理念により事業を行ってい

ます。 

「変わろうと思えばいつでも変われる。それがモットーであり、女性にも

っと輝いてほしい。お母さんが笑顔なら家庭は円満。そこにヨガやピラティ

スが積み重なって、それぞれが違う色になり、それが楽しい。」との思いで

活動しています。 

 当社は、代表が 2006 年 6 月にスポーツインストラクターとして活動を開

始し、2013 年 11 月にエミーライフ株式会社を設立しました。社名は「多く

の人に笑み（エミー）あふれる人生（ライフ）を送ってほしいという思いを込

めて名付けられました。 

事業内容は、健康に関するセミナー・イベントなどの企画、健康・フィット

ネスに関する運動指導並びに指導者派遣、健康・フィットネスに関するコンサ

ルティング事業、健康・フィットネスに関する個別指導です。 

2015 年 1 月には d.branch studio （ディ・ブランチスタジオ）を開設し、

ここではヨガ、ピラティス、姿勢改善などの教室を会員制、完全予約制で開催

しています。 

 筋膜リリース用「リボールケア®専用ボール」です。 

一般的に筋膜リリースにはテニスボールが多く使われますが、よりたくさ

んの方に心地よく体をほぐしていただけるよう、テニスボールより柔らか

く、それでいて押圧した時の心地よさを追求したボールを製品化しました。 

リボールケア®専用ボールは柔らかく作っているので、リラックスした中で

筋膜を整えることができます。 

一度、リボールケア®専用ボールの柔らかなボールで体をほぐしてみてく

ださい。 

自社の強み 

一押し商品 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

窓口活用のきっかけ 

最初の相談概要 

その後の相談概要 

窓口を活用して変わったところ 

これから窓口を活用する企業へのメッセージ 

知財総合支援窓口活用のポイント

 ボールを使った健康グッズの販売を企画した際に、この健康グッズのネーミングを商標登録出願した

いということで窓口に相談がありました。 

 ボールを使った健康グッズの商標登録出願の相談であり、考えていたネーミングの先行登録商標の有

無について、調査方法を指導し、検索してもらったところ、類似の先行登録商標が見つかり、拒絶され

る可能性があることをアドバイスしました。改めて他のネーミングを考えてもらい、商標登録出願した

ネーミングがリボールケア（商用登録第５７２３００８号）です。 

 新事業を考えるにあたって、事業のネーミングに関する商標出願の相談がありました。事業として広

がっているネーミングが「イメトレッチ」（商標登録第５９５２４７１号）です。イメトレッチとは、イ

メージで体をトレーニングしたりストレッチする、お手軽健康方法で、どれもお金のかからない“ただ”

の想像なので、失敗しても損はないことが売り文句です。 

 事業の中心にあるヨガやピラティスは種々の手法があり、いろいろな流儀が世の中に氾濫しています。

窓口での支援を通して、他社との違い、差別化を図るために商標権を強く意識するようになり、ネーミ

ングの重要性も認識するようになりました。 

 新しい事業、新しい商品を開始・開発するにあたって、事業のネーミング、商品のネーミングはお客

様に直接アピールする大事なものです。商標権を取得するには複雑な手続きが必要ですが、それらの複

雑な手続きを支援してくれるのが支援窓口ですので、是非とも利用を検討してみてください。 

窓口担当者から一言 （氏名：辰野勇） 

 最初の相談から、新しい事業を考えるたびに相談に来られます。知的財産の重要性を

認識されていますので、この意識を引き続き持っていただけることを期待しております。


